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横展開の普及･縦展開の発展
･好循環の形成･SDGsとの関係

≪ 主な活動内容 ≫

・｢南信州いいむす21｣(地域版環境ＩＳＯ)の構築･審査･取組事業所の支援(初級･中級･上級･ISO 14001南信州宣言）
・環境一斉行動週間(ノーマイカー･ライトダウン･節電･ノーレジ袋等について年３回)
・事業所見学会 ・プロジェクトチームによる温室効果ガス削減事業（会参加事業所間で省エネ診断実施）
・里山保全作業 ・｢ぐるみ通信｣(メールマガジン)の発行 ・ＩＳＯ内部監査員養成研修会
・環境イベントへの参加 ・ＩＳＯ相互内部監査の実施 ・ＩＳＯ規格改訂研修会
・地域ぐるみ環境出前講座 ・悩み事相談会 ・環境セミナーの開催等

地域ぐるみ環境ＩＳＯ研究会

旭 松 食 品
オムロン飯田
多摩川精機
三 菱 電 機
平和時計製作所
飯田市役所

ISO14001認証登録
を目標に活動開始。

名称を現在の｢地域ぐるみ環境
ＩＳＯ研究会｣に変更。

｢地域の自然を残し､持続可能な
地域づくりのため､新しい環境
改善の地域文化を創造する｡｣を
活動理念とし､
｢点(事業所)｣から｢面(地域)｣への
｢ぐるみ運動｣を展開する。

【2018年2月現在】

飯田･下伊那の多種多様な28事業所
(従業員およそ7,000人余)が参加

旭松食品㈱･オムロンｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ㈱飯田事業所
多摩川精機㈱･･三菱電機㈱中津川製作所飯田工場
･シチズン時計ﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱･飯田市役所
･中部電力㈱長野支店飯田営業所･飯田信用金庫
･ＴＤＫ庄内㈱飯田工場･㈱八十二銀行飯田支店
･井坪設備工業㈲･㈱光和･エコトピア飯田㈱
･㈱ｱｰｽ･ｸﾞﾘｰﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･盟和産業㈱･化成工業㈱
･吉川建設㈱･木下建設㈱･㈱原鉄･神稲建設㈱
･南信共同アスコン㈱･飯田商工会議所
･㈱トーエネック飯田営業所･夏目光学㈱･㈱マエダ
･㈱アイパックス･イワタニ長野㈱飯田支店
･おひさま進歩エネルギー㈱

【2000年１月】

６社全てがＩＳＯ
14001を認証登録

【1997年11月】

エコタウン事業を
契機に６社で発足

活動理念 地域の自然を残し､持続可能な地域づくりのため､新しい環境改善の地域文化を創造する。

１.ISO14001を認証取得し､維持するための技術及び知識を共有し､支援すること。
2.事業所内の環境改善活動を通じて従業員･職員意識を市民意識までに高めること。
3.飯田版ISOを構築し､小規模･個人事業所へ環境改善ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供し､支援すること。
4.飯田市の展開する環境行政を支援すること。

発展
1～4に加え、

以下の内容を実施
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97.11発足時から

旭松食品㈱
豆腐業界初 認証取得 99.12

ｵﾑﾛﾝｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ㈱
飯田事業所 認証取得 98.10

多摩川精機㈱
認証取得 98.10

三菱電機㈱中津川製作所飯田工場
認証取得 98. 3

ｼﾁｽﾞﾝ時計ﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱
認証取得 98.10

飯田市役所 自己適合宣言へ移行
県内自治体初 認証取得 00. 1

飯田信用金庫
認証取得 00. 11

エコトピア飯田㈱いいむす21登録
ｴｺﾀｳﾝﾌﾟﾗﾝ｢環境産業公園｣内立地企業

㈱ｱｰｽ･ｸﾞﾘｰﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 認証取得
ｴｺﾀｳﾝﾌﾟﾗﾝ｢環境産業公園｣内立地企業

ＴＤＫ庄内㈱飯田工場
認証取得 98. 7

28事業所
うちISO取得済
南信州いいむす21取得済

２７事業所

従業員
７,000人余

研究会 参加事業所

中部電力㈱長野支店飯田営業所
部門横断は電力業界初 認証取得 99. 3

㈱八十二銀行飯田支店
地方銀行支店初 認証取得 01. 3

井坪設備工業㈲
いいむす21登録

㈱光和
体制整わず休会中

盟和産業㈱
認証取得01. 07

化成工業㈱
認証取得 01. 05

吉川建設㈱
認証取得 01. 05

木下建設㈱
認証取得 01. 04→いいむす21登録

㈱原鉄
認証取得 02. 05 →いいむす21登録

神稲建設㈱
認証取得 02. 05

南信共同アスコン㈱
認証取得 00. 06

飯田商工会議所
認証取得 03. 06

㈱トーエネック飯田営業所
認証取得 02. 11

夏目光学㈱
認証取得 02. 03

㈱マエダ
認証取得 04.07

㈱アイパックス
認証取得 01.12

イワタニ長野㈱
いいむす21登録

おひさま進歩エネルギー㈱
いいむす21登録

南信州いいむす21取得済
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研究会の特徴

事業所内の｢点｣から
家庭･地域の｢面｣への
活動の裾野を拡げるその枠を
超えた｢ぐるみ運動｣

1 ぐるみ運動

2 民間主導

3 ボラン
タリー

1996年4月に民間３社での
改善研究会をもとに97年11月
民間5社＋市役所で発足
｢地域ぐるみでISOへ挑戦しよう研究会｣

◆【活動理念】
地域の自然を残し､持続可能な地域
づくりのため､新しい環境改善の
地域文化を創造する。
◆【活動内容】…支援すること。
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横展開 縦
展
開

地域ぐるみ環境ISO研究会

研究会による｢環境力｣ＵＰ
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研究会

エコタウン

環境文化都市
宣言(市議会)

環境モデル都市

｢明日の環境首都｣

環境マネジ
メントｼｽﾃﾑ

再生可能
エネルギー

交 流

補助交付金
2001.10～地域版ＥＭＳ
｢南信州いいむす21｣運用
2003.1 全国自治体初

ISO 14001自己適合宣言

太陽光発電･小水力
2013.4 再エネ条例

2011.6 全国のＮＧＯによる
｢日本の環境首都コンテスト｣

1997年最初の
４承認地域

2009年最初の13都市で選定

環境と経済の好循環の
まちモデル事業

2006年最初の9都市で選定

2007.3 制定･施行

技術

人材

資金

還流

地域への忠誠心を
持った起業家、
企業家を育てる

物づくりの伝統に
生産技術の
革新運動を仕掛ける

新しい地域連携モデル、
水平分業、垂直分業の
新しい関係の構築

地域ぐるみ環境ISO研究会 6

｢ぐるみ運動｣の展開により地域全体の環境力がレベルアップする。
結果として環境意識の高い街として全国にアピールすることができれば、
人やモノをこの谷に呼び、地域の活性化にもつながる。

地域の潜在能力｢環境力｣を高める
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地域ぐるみ環境ISO研究会

研究会活動の現状～参加事業所～
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1 研究会
28事業所

2 南信州いい
むす21

3 環境一斉
行動週間

40

45

50

55

60

65

4000

4500

5000

5500

6000

6500

14.10秋 15.2冬 15.10秋 16.2冬 16.10秋 17.2冬 17.6夏 17.10秋

取組人数 取組事業所数
17.12.13事業所代表者全体会18

43事業所
5,675人

51事業所

南信州宣言…6
上級 …7
中級…14
初級…24

小さな
取 組

大きな効果

中小企業にとって負担となる
費用の高い外部審査機関に
よる認証ではなく地域独自の
認証で安く登録

登 録
公 表

経営改善･事業業績アップ

建設工事入札参加の審査において加点･有利

信頼度の向上･イメージアップ

20%×100 ≒ 
100%×20

30%×100 ≒ 
100%×30

地域ぐるみ環境ISO研究会からの指導･助言
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EMSをＥ(いい)Ｍ(む)Ｓ(す)､ ｢いいむす｣と名付け､南信州地域で

21世紀に展開する飯田版環境マネジメントシステムを構築・運営

｢南信州いいむす21｣のねらい

地域ぐるみ環境ISO研究会

研究会活動の現状～閉塞感～
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1 研究会
28事業所

2 南信州いい
むす21

3 環境一斉
行動週間 43事業所

5,675人

51事業所

16.12.13 設立20周年記念式典

② 参加することの
メリットが乏しい

･入札の加点が工事に限定
･登録証交付だけがハレ舞台
･ﾒﾘｯﾄより大きい手間負担

③ 新規の参加に
抵抗感がある

･組織メンバーが固定
･継続活動によりレベルの差
･活動結果のＰＲ不足

①活動への参加の
拡大の仕掛けがない

･毎年の目標値がない
･説明会の開催がない
･呼びかけができない

地域ぐるみ環境ISO研究会

研究会を取り巻く状況の変化と課題

① 事業所から家庭への面は ?
② 事業所から地域への面は ?
③ 裾野を拡げる活動と

なりえているか ?

1 ぐるみ運動

2 民間主導

3 ボラン
タリー

① 行政の民間主導への甘えは ?
② 行政の責任逃れでは ?
③ 民間と行政の協働では ?

① 参加事業所に余裕がなくなり
ボランタリーでの支援の限界

② ボランタリーであるがゆえの
支援する側･支援される側の甘え

③ ボランタリーでない支援の必要性
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地域ぐるみ環境ISO研究会

地域の特殊事情
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2 ４年制大学
地域内になし

3 ｢ムトス｣
自主先取性

1 リニア中央
新幹線開業

① 2027年リニア開業
長野県駅への期待･不安

② 首都圏との時間的近さ
(首都圏の一部)

③ 2027年開業までに
解決･対応という焦り

① 一旦は故郷を離れる覚悟
② 故郷を遠くから見る機会
③ 外の大学研究者との連携

① 都会からの遠さ故の先取性
② 県ではなく国に直接
③ 先取性･先進性のＰＤＣＡ

飯田市｢言い出し｣･飯田線｢言い出せん｣

広辞苑
んとす

地域ぐるみ環境ISO研究会

研究会活動の検証･見直し
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研究会
地
域
内

地
域
外

地域組織 企業

行政
参加事業所

地域住民

関連組織

研究機関
国際情勢

国内情勢

行政

外の
風

検

証

見
直
し

交流

参加

2



地域ぐるみ環境ISO研究会

研究会活動に重要なもの
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2 行政の
支援･関与

3 楽しむ
情報･交流

1 事務局
機能の強化

① 研究会内部の連絡･調整
② 地域内への仕掛け
③ 外部との連絡･調整

① 事務局員の人員配置
② 会議室などの施設利用
③ ＨＰなどの情報管理

① 情報共有･交換･発信
② メンバー間の交流
③ ｢外の風｣との交流･刺激

地域ぐるみ環境ISO研究会

｢南信州いいむす21｣のシステム･運用の見直し
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2 取組側の
見直し

3 支援側の
見直し

1 システム
改訂

① ISO 14001改訂への対応
② 規格独自･専門用語を避ける

③ 取組側･支援側の双方を考慮

① 取組事業所の規模を考慮
10人以下:９､20人以下:15､50人以下:11､
100人以下:6､100人超:4  宣言以外の計45

② わかりやすい解説･説明書
③ システム変更の説明会

① 審査の負荷の軽減
② 規格と審査基準の明確化
③ 審査員の力量確保･標準化

地域ぐるみ環境ISO研究会

ＳＤＧｓは
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2 範囲が広い
担当明確に

3 行政の支援
関与不可欠

1 まだまだ
ＰＲ不足
理解不足

① 先ずは理解･研修の設定

② 優先課題･担当課題の整理

③ 業務における目標の設定

地域ぐるみ環境ISO研究会

研究会のホームページ･｢ぐるみ通信｣
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https://www.city.iida.lg.jp/site/kankyouseisakujouhou/isokenkyuukai.html

街中の｢飯田りんご並木｣
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